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7つの重要取組課題

「かがやく“笑顔”のために」
このコーポレートスローガンに基づき、森永乳業は7つの重要取組課題を策定
しました。次の100年に向けて、サステナブル（持続可能）な社会をつくるた
め、そして人々の健康に貢献する企業でありつづけるための指針となります。

⃝健康・栄養
「かがやく“笑顔” 」を実現する機能性とおいしさを兼ね備え
た商品を開発・販売し、健康・栄養をお届けします。

◦「栄養価の高い商品」「嗜好性の高い商品」に対する社会のニーズは高
く、また、中長期的には高齢社会が加速することは避けられません。森
永乳業独自の研究開発力で、心身ともに健康な社会生活の実現に貢献することをめざします。

◦人口減少・高齢化が進む中、商品力だけでなくライフスタイルを変革する技術やサービスの
創造・提供をめざします。

⃝環境
省エネルギー、廃棄物削減に取り組みながら安全・安心な商
品を製造し、サステナブルな社会づくりに貢献します。

◦「気候変動」「森林」などに与える影響を考慮した企業活動を実践します。

◦限りある資源を有効に活用するためにも、食品ロスの削減に取り組む
ことを急務とします。

⃝人権
人権に配慮した事業活動を行い、多様性を尊重し、あらゆる
人々が能力を充分に発揮できる環境をつくります。

◦持続可能な社会形成のために、「人」は特に重要な経営資源だと考えて
います。すべての人の「かがやく“笑顔”」を実現するために、ダイバー
シティ（多様性）の推進をはじめ、さまざまな人権課題を社外関係者とともに協力して取り組
んでいきます。

⃝供給
安全・安心を重視した原材料調達と製造を経て、高品質な商
品を安定的にお届けします。

◦将来的な乳原料の不足に備え、新たな乳原料を使いこなせるよう研究
所や工場などと協働しながら、配合設計の研究を重ねています。

◦安全は、当社の中でも最も重要な取組項目です。現在も行っている安全への取り組みを、引き
続き実施していきます。

⃝次世代育成
サステナブルな社会づくりに貢献する子どもたちの健やか
な成長を応援します。

◦子どもたちの明るい未来のために、森永乳業は心身の成長やキャリア
教育、そして子育てを支援する活動を行っています。

⃝人財育成
「かがやく“笑顔” 」を実現する人財の育成に力を入れていき
ます。

◦新入社員から経営層まで幅広く人財を育成することは、企業の持続的
な成長につながります。一人ひとりの適性を活かし、能力をのばすこと
のできる制度構築をめざします。

⃝コーポレート・ガバナンス
持続的な成長と企業価値の向上の実現に向けて、実効性の
高いガバナンス体制の整備および充実に継続的に取り組み
ます。

◦ステークホルダーとの対話、積極的な情報開示を通して、適切なコミュ
ニケーションをはかっていきます。

◦経営層からの継続的なメッセージとともに、ルールの整備、従業員の意識の醸成、サプライ
ヤーとの公正な取引など、内部統制の構築に取り組んでいます。
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重要取組課題の策定

 「かがやく“笑顔”」をめざして求められる7つの課題
を策定
森永乳業は、2017年4月、新コーポレートスローガンを含むグループ理念体
系を策定し、発表しました。
2018年、次のステップとして行ったのが、重要取組課題の策定です。
重要取組課題は、私たちの大きな目標である「かがやく“笑顔”あふれる豊かな
社会の実現」をめざすために特に優先的に取り組むべき項目です。
策定にあたっては、計4回にわたるワークショップを開催。さまざまな部署か
ら約30名の従業員が参加し、取り組むべき課題を抽出しました。そして協議
を重ねて7つの大きな課題を策定し、CSR委員会で承認されました。

持続可能な社会への貢献をめざして
策 定 に あ た っ て は、行 動 指 針 は も ち ろ ん の こ と、GRIガ イ ド ラ イ ン、
ISO26000、国連が提唱するSDGsコンパスなどを参考にしました。策定した
重要取組課題への取り組みを通じ、森永乳業が企業市民として持続可能な社会
の実現に貢献できると、私たちは考えています。

2017年 4月

2017年 5月
2017年 6月～

2018 年 2～4月

2018 年 5月

2018 年10月

企業理念体系発表
「当社のめざす姿」確定

SDGs勉強会
重要取組課題特定のプロセス習得

課題解決に向け、
分科会月次開催

第三者意見
（重要取組課題に対する

アドバイス）

ステークホルダーとの
対話の継続

CSR委員会
重要取組課題の確定

サステナビリティレポートおよび
ウェブサイトにて発表

2018 年10月

2019 年 5月

2019 年 5月

重要取組課題のKPI 策定

中期経営計画
（2020 年 3月期～2022 年 3月期）

にてKPI 発表

SDGsワークショップ（全4回）
課題の洗い出し

サプライチェーン上で体系化

社会・経営への影響による優先度検討

重要取組課題候補の決定と
活動内容の検討

〜

重要取組課題策定の流れ
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サプライチェーンでの課題抽出
原材料の調達から製造、販売、廃棄に至るまで、森永乳業の活動は多岐にわた
ります。7つの重要取組課題を策定した際、サプライチェーン全体で課題解決
のために当社が行う具体的な取り組みを決め、その中で特に重要だと思われる
項目を特定しました。
各部署・部門が連携し、それぞれの課題に取り組んでいます。

サプライチェーンにおける重要取組課題と具体的な取り組み

これからの100年のために

原材料　 　　　　　　　　　　サプライヤー　 　　　　　　　　　　操業    　　　　　　　　　　　物流　　　　　  　　　　　　　　　販売　　　　　　　　　　  　使用・喫食　  　　　　　　　　  　廃棄
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 環境　森林保護のための原材料の選定
・レインフォレスト・アライアンス認証の原材料の使用
・RSPO認証を受けたパーム油の使用
・FSC®認証紙の使用

 人権　人権に配慮した調達
・RSPO認証を受けたパーム油の使用
・CSR調達アンケートの実施

 供給　乳資源など原材料の安定確保
・森永酪農振興協会による酪農事業への支援
・複数社購買
・乳代替原料の研究

コーポレート・ガバナンス 積極的な情報開示、コーポレート・ガバナンスの重視、内部統制、　　 　サプライヤーなど取引先との公正な取引、ステークホルダーとの対話、正しい情報発信、適切な資金の確保、適切な原価管理

 次世代育成　子どもの成長支援
・工場見学の開催
・森と食の探検隊（※4）の実施
・キッザニアでのデザート開発体験の運営

・ワークスタイル変革の推進
　（在宅勤務、「治療と両立」支援制度など）
・女性活躍推進
　（女性リーダー研修）
・ユニバーサルマナー研修の実施

 人財育成　社内活性化
・能力開発（各種研修など）
・夢共創理念フォーラム（※5）開催
・活き活きプロジェクト（※6）
・キャリア調査（※7）

サプライチェーンを支える活動

 環境　エネルギー利用方法の検討
・バイオマスエネルギーの活用
・TPM（Total Productive Maintenance）、ISO14001の推進
・モーダルシフトの推進

 供給　安全・高品質な製品の供給
・FSSC22000および ISO22000の取得
・風味パネルマイスター（※1）の育成 
・物流協力会社とのBCPの初動訓練の実施

 健康・栄養　健康と栄養に配慮した
商品の研究開発と販売
・成長をサポートする育児用食品の研究開発と販売
・機能性商品の研究開発と販売
・独自素材の研究開発と販売
・特殊ミルク（※2）の研究開発と販売

 健康・栄養　ライフスタイルを
変革させる技術や素材の研究開発
・アルツハイマー抑制の可能性がある
  「ビフィズス菌A1」の研究
・ピュアスター水（※3）の開発

 環境　食品ロスの削減
・賞味期限の見直し
・ウェブページを通じての情報発信

【環境】輸送エネルギーの削減

【供給】環境・人権に配慮した資源調達

 人権　ダイバーシティ＆インクルージョン

【人権】労働安全衛生の強化

【供給】運搬の安定化

【供給】BCP（緊急事態発生時に復旧・事業継続するための計画）対策の整備

【供給】物流システムの最適化

【環境】資材廃棄の削減

【環境】排水処理技術の向上

【健康・栄養】栄養価の高い商品の研究開発と販売

【健康・栄養】乳などの独自素材を活かした商品の研究開発と販売

【健康・栄養】嗜好性の高い商品の研究開発と販売

【健康・栄養】心の健康を高める商品開発と提案

【健康・栄養】人以外（ペット、家畜）の健康・栄養に向けた研究開発と販売

【人権】ユニバーサルデザインの採用

【次世代育成】体験を通じたファンづくり

【次世代育成】キャリア教育支援

【次世代育成】子育て世代への支援
【人財育成】海外事業展開に必要な人財の育成

【人財育成】職場活性化

【人財育成】自己啓発支援ツールの充実と活性化

【人財育成】キャリア（中途）採用者に対する当社の理解促進体制の構築

【環境】環境健康情報の生活者への啓蒙

サプライチェーン全体で課題を抽出し、取り組んでいきます

※４ 子どもたちが那須の森林で共同生活を行いながら自然にふれ、自分に向きあう野外教育活動のこと
※５ 経営理念を実務に落とし込み、自分ごととするための社員参加型のフォーラム

※６ 社員が活き活きと働く企業風土を作るための調査・実行・振返りを行うプロジェクトのこと
※７ 年に１度、社員が自身のキャリアを振り返り、勤務状況や勤務希望などを会社に伝える調査

※１ 人間の舌が感じられる限界に近い薄さの五味（甘味、塩味、酸味、苦味、旨味）
を判断できる人にのみ与えられる、森永乳業独自の認定資格のこと

※２ アレルギー用ミルク、低体重出生児用ミルクなどのこと
※３ 安全かつ効率的な殺菌が可能な微酸性電解水のこと

原材料の調達から製造、販売、廃棄に至るまで、食品メーカーの活動は多岐にわたります。

2018年5月、森永乳業はサプライチェーン全体で、7つの重要取組課題（→P9～10）を策定しました。

課題解決のために当社が行う具体的な取り組みを決め、その中で特に重要だと思われる項目を特定しました。

各部署・部門が連携し、重要取組課題に取り組んでいます。

 ＝重要な取組項目

持続可能な開発目標（SDGs）
SDGs（Sustainable Development Goals) は、国連が定めた持続的な
開発に関する17の目標と169のターゲット。2015年に採択され、2030
年までに達成することをめざしています。「誰一人として取り残さない

（Leave no one behind）」を基本とし、経済格差、持続可能な消費や生産、
気候変動対策など、世界が抱える問題を解決するために、各国政府やNGO
だけでなく、民間企業もまた日々の活動を通して、取り組んでいくことが求
められています。森永乳業は、このSDGsの達成に寄与することをめざして
います。
    

WEB
→	詳細はCSRサイトへ　
▶https://www.morinagamilk.co.jp/csr/materiality/
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環境
基本的な考え方
省エネルギー、廃棄物削減に取り組みながら安全・
安心な商品を製造し、サステナブルな社会づくりに
貢献します。

活動の方向性 KPI

生産部門を中心としていた環境
活動を、連結対象会社全部門に
拡大

ISO14001認証事業所：
2030年度までに連結対象の全事業所で取得

2021年度までにグループ全体でスコープ1、スコープ2を
把握

生産における環境負荷削減 CO2排出量原単位削減：
2021年度までに2013年度比8%削減
2030年度までに2013年度比20％削減
2050年度までに2013年度比80％削減

食品廃棄物発生量原単位削減：
2021年度までに2013年度比30％削減

産業廃棄物発生量原単位削減：
2021年度までに2013年度比33％削減

埋立廃棄物量削減：
2021年度までに年間排出量300t未満
2030年度までにゼロ

用水使用量削減：
2021年度までに年間使用量2013年度比9％削減

サプライチェーン全体の環境負
荷削減

2021年度までにスコープ3の15中6カテゴリ算定

環境に配慮した容器包装の使用
促進

容器包装リサイクル法対象プラスチック容器包装の重量：
2013年度比10％減

取り組み目標の設定

2019年度から新しい3ヵ年の中期経営計画がはじまりました。中期経営計
画では、新たな基本方針の中に「経営理念実現に向けてESGを重視する経営
の実践」を盛り込みました。この基本方針のもと、7つの重要取組課題の考え
を示すとともに、それぞれの課題に対する取り組み目標（KPI※ ）を設定しま
した。
※ KPI（Key Performance Indicator） 

活動の進捗状況や達成度を客観的に評価・管理するための数値指標。

健康・栄養 
基本的な考え方

「かがやく“笑顔”」を実現する機能性とおいしさを兼ね備えた商品を開発・販
売し、健康・栄養をお届けします。

活動の方向性 KPI

健康寿命延伸に対する貢献
栄養機能性素材を取り入れた商品の市場投入

健康維持に寄与する栄養機能性素材についての情報発信

乳幼児の健やかな成長への貢献 ビフィズス菌（M-16V）の提供。国内外で120以上の施設
での提供継続
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人権
基本的な考え方
人権に配慮した事業活動を行い、多様性を尊重し、あらゆる人々が能力を充分
に発揮できる環境をつくります。

活動の方向性 KPI

ステークホルダーとの対話によ
る人権課題の特定と対策

ステークホルダーとの対話実施

サプライヤーによる人権侵害事
案の把握

CSR調達アンケートによる実態把握

自社経営に影響を及ぼす原材料
ならびに納入先の特定

重要サプライヤーのリスト化

当社グループ（協力会社含む）
の外国人従業員への対応

当社グループの外国人従業員の労働環境整備

ダイバーシティ＆インクルー
ジョンの推進

【2027年目標】
在宅・サテライト勤務、年休取得率、女性採用比率、女性管
理職数、産休取得率、男性育休取得率、介護離職者数

供給
基本的な考え方
安全・安心を重視した原材料調達と製造を経て、高品質な商品を安定的にお届
けします。

活動の方向性 KPI

原料リスクに応じた効率的なサ
プライヤーマネジメント

原料リスク等によりサプライヤーの管理レベルを評価する
仕組みの強化

安全かつ高品質な商品提供のた
めの体制づくり

FSSC22000を2020年度中に当社グループ全29工場で
取得

主要原材料の供給リスク対応 主要原材料の複数社購買、地域分散購買

RSPO認証パーム油の使用拡大

次世代育成
基本的な考え方
サステナブルな社会づくりに貢献する子どもたちの健やかな成長を応援し
ます。

活動の方向性 KPI

健康で豊かな生活の基礎力を獲
得するための食文化や栄養を学
ぶ場の提供（食育講座、キッザ
ニア）

2019年から3年間の延べ参加者数：30万人

自然の恵みと、それを活かす技
術・研究を学ぶ場の提供（工場
見学、森と食の探検隊、キャリ
ア教育）

同上

次世代を育成する環境の整備 エンゼル110番での継続的な育児相談の実施。2020年度
で延べ100万人の相談を受け付け

人財育成
基本的な考え方

「かがやく“笑顔”」を実現する人財の育成に力を入れていきます。

活動の方向性 KPI

経営理念の浸透 従業員公募型フォーラムの毎年開催

ダイバーシティ推進による、従
業員一人ひとりの自律的な成長
促進

女性リーダー研修
仕事と子育ての両立を促す研修
プレマネジメント研修の継続的な実施と、若手従業員の人
財部による面談実施

グローバルなビジネス環境で活
躍できる人財の育成

グローバル人財育成プログラムの推進

健康経営の実践を通した人財の
育成

健康診断の2次検診・再検査受診率の向上：80％（2023
年）
メンタルヘルス教育の受講率：100％（2023年）
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コーポレート・ガバナンス
基本的な考え方
持続的な成長と企業価値の向上の実現に向けて、実効性の高いガバナンス体制
の整備および充実に継続的に取り組みます。

活動の方向性 KPI

取締役会における、多様な価値
観に基づいた、透明・公正かつ
迅速・果断な意思決定

取締役会評価における評価点およびコメントの内容（取締
役会の多様性、審議内容）

マネジメント体制の強化 各種定例委員会（人事報酬委員会、内部統制委員会、CSR
委員会）の充実

森永乳業は2018年度に「重要取組課題」を策定し、2019年度に各重要取組
課題のKPIを設定しました。2019年度はKPI達成のため、重要取組課題ごと
に進捗報告会を設け、「KPI推進リーダー」を中心として進捗を管理していき
ます。
また、KPIは世界的な潮流、ステークホルダーとの対話を通じて、適宜議論の
俎上にあげ、検討していきます。
各重要取組課題の中で当社としてのリスク認識ならびに世界的な関心の高さ
から特に注視している課題は、気候変動、海洋プラスチック、サプライチェー
ン上の人権の尊重（人権デューディリジェンスの実施）です。いずれもKPIと
して設定しており、引き続き確認していきます。
今後も社会との共感の輪を大切にし、各ステークホルダーとの対話を通じて、
課題を認識、解決していきます。

今後の課題解決に向けて
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